




はじめに 

近年,離乳食から幼児食に至る食事習慣は,食事行動,食品選択性,さらに嗜好と生理リズム

の恒常化と生涯の食事生態にライフスタイルを形成すると言われており,この時期の食事

生態が健康生活,保健の上からも重大な意義を持っていることが指摘され,その上将来の成

人病との関連は,幼児成人病という考え方をも生むに至った。このような考え方に基いて,

とくに肥満傾向児,やせ児の食事について生態学的状況を調査したので報告する。 


